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視察報告書 

令和 4年 10月４日～６日 

  

視察先：岐阜県高山市・飛騨市 

 

視察１日目  

高山市視察 高山市の観光 

（国内観光・インバウンド）について 

現地視察 高山市内の施設  

   ・飛騨高山ツーリストインフォメーションセンター 

    （消費税免税一括手続きカウンター） 

   ・飛騨高山まちかど観光案内所 

   ・EaTown（外国人対応おもてなし拠点施設） 

視察２日目 

飛騨市視察 飛騨市の観光 

地域資源の価値創造とその仕組みづくり 

現地視察 株式会社 飛騨の森でクマは踊る 

       ファブカフェ 

 

会派名：豊岡市議会公明党 

メンバー：芦田竹彦、竹中 理 

（4会派合同視察） 
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視察1日目 

高山市の観光(国内観光・インバウンド)について 

高山市議会議長 水門義昭 様 

あいさつ 

コロナ前 観光客４７０万人 インバウンド６１万人 これから期待している 

 

高山市 飛騨高山プロモーション部 観光課課長 清水浩一 様 

 

人口８万４千人  ９２％が森林  面積２１７７㎡ 

労働者人口５万 今後は労働力が３万人ほどに減ってしまうと予測される 

宿泊業 観光産業が中心の市  弱いところは情報通信、広告産業がマイナス成長 

H31 過去最高の黒字   

マイクロツーリズム 岐阜県の宿泊数がコロナ禍でも若干増えている 

観光消費額 宿泊３万５千円 日帰り ８千円 

高山祭 古い町並み 三町・下二之町 伝統的建造物群保存地区 

 

軒下に電線が這わせてある 現在は防火上でダメ 雪が降る街 側溝 街中で雪を捨てら

れない。  
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高山の魅力 朝市は有名である。 ２か所ある。  

現在リンゴが有名 津軽 

 

観光施策 

飛騨高山ウルトラマラソン  

ボランティア１４００人 一日がかり 参加者３４５７人 

今まで続いている理由 地域のボランティア 飛騨牛の串焼き そばの提供 

トマトの出荷 冷やしたトマトを提供している。 

評価 高い評価を頂いた 

リピーターが多い。（前）市長がゴールで迎えている  

 

 

観光戦略 

松本高山ＢｉｇＢｒｉｄｇｈ 構想 

特定公園  隣松本市と姉妹提携 

国内外からの滞在日数の増加、インバウンドの増加を目指している 

 

観光戦略の現状と課題 

今後の在り方 

DX を駆使してデータ収集できめ細かな情報把握が必要ではないか 

新市長もそれを目指している。持続可能なルール作り。 

若い人が戻ってくるような仕組みを作る。地域の魅力し郷土教育に力を入れる。  

高山のことを話せる人材づくりの仕組みづくりをする。 
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第８次総合計画 

奥飛騨温泉郷活性化事業 

高知を活用したヘルスツーリズム  

 

 

 

高山市海外戦略課 課長 永田友和 様 

 

２０１１年に出来た課である。市長の公約で出来た課。 

インバウンド部分の開拓をしている。 

国際交流と多文化共生のばらばらであったのを一つにまとめた。 

 

積極的なプロモーション 効果的なトップセールス(国内外) 

海外旅行博・見本市への参加 

誘客効果の高い海外メディア・旅行会社・航空会社への直接的なＰＲ 

駐日外国公館等海外政府関係機関へのＰＲ 

 

海外戦略 

多言語にこだわりニーズのあった情報発信 

WiFi環境の整備 

インバウンド推進インフラの整備  チラシの英語化  ＱＲコードによるＰＲ 

インバウンド推進インフラの整備  

手ぶら観光カウンター  着地型観光の情報発信 免税カウンターの設置 

観光ガイドの取組 

外国人ガイドの設置 ３人 
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ボランティアガイドの実施  

飛騨地域観光特区通訳通訳案内士 

インバウンド消費促進   免税店手続き一括カウンター   本町３丁目商店街 

市内事業化が電子化 

キーワード「ありのままの暮らしを体感」 

飛騨高山を訪れる外国人旅行者が求められるもの、それは、ありのままの暮らしに触れること 

 

人口の７倍以上の外国人観光客が宿泊する理由 

３０年以上にわたるインバウンド促進のための取組を蓄積している。 

担当者が長年やっている。意欲のある民間事業者との連携が進んでいる。 

最前線で接する市民の底力がある。 

 

外国人観光客の評価 

コロナ禍におけるインバウンドへの取組 

Dreaming アクション 

高山への訪問を想起させる、高山を忘れさせない取組 

 

Planningアクション 

高山市への訪問のために計画させる取り組み 

 

Welcomingアクション 

訪問した時にがっかりさせない受け入れ環境の整備に向けた取り組み 

外国人向けワンストップ窓口の設置 電話相談 

医療機関の紹介 日本の医療制度の説明  

 

Youtube Facebook HP   ３万人のフォロアーに発信。リピーターづくり 
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コロナ対策感染防止補助金 約１０００件 

 

記事には在住外国人のメッセージを掲載し共感を得る。  

 

飛騨高山ブランド戦略 

飛騨高山ブランドコンセプト 

 

海外誘客ノウハウと蓄積 

戻り先にいろんな部署を回る 比較的に観光に回されると再びが多い。 

 

午後からは高山市内で現地視察を行った。 

 

・飛騨高山ツーリストインフォメーションセンター 

    （消費税免税一括手続きカウンター） 
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・飛騨高山まちかど観光案内所 

 

 

・EaTown（外国人対応おもてなし拠点施設） 
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視察2日目 飛騨市の観光 

(地域資源の価値創造とその仕組みづくり)について 

 

飛騨市議会副議長 徳島純次 様 

あいさつ 

観光客は高山市までは来るがなかなか飛騨市までには来ない。2町 2村が合併した。 

岐阜県の最北端、北は富山県、南は高山市、西は白川村。神岡町はスーパーカミオカンデ

でも有名である。 

 

 

 

飛騨市 農林部 林業振興課 課長 竹田慎二 様 

 

森を生かした地方創生について 

飛騨市 ２００４年合併 （古川町、神岡町、河合村、宮川村） 

 

●林業と広葉樹 

森林林業基本計画 針葉樹と広葉樹の割合は５０％５０％ 

日本の林業政策はほぼ針葉樹人工林に限定されている。 

戦後の拡大造林政策で植林された。 

日本の家具産地は全国に数か所ある。 飛騨家具は広葉樹が使われている。 

国産広葉樹 広葉樹の９３％はチップにされていた。 

しかも家具の多くは輸入材 
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なぜか 杉の木 （針葉樹は単調 安定・確実・単純・明確） 

（広葉樹は多様 変動制・不確実・複雑・曖昧） 

 

飛騨市の広葉樹資源の状況 

広葉樹は成長が遅いので１７年から８５年で伐採されている。 
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●広葉樹の価値創造① 主体を作る 

平成２７年 株式会社飛騨の森でクマを踊る 

ファブカフェ飛騨 

 

カフェだが工房もあり、滞在宿泊が出来る 

クリエイターがアイデアを出し合う（まとめる） 

木材及びその使い方について学ぶ 

① 木を選ぶ 

② プロタイピング 

③ 飛騨市で宿泊滞在、プロトタイプの製品を作る 

小径木広葉樹の活用事例 
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●広葉樹の価値創造② 仕組みを変える 

小さなまちだからこそできる。川上～川下の連携。円卓会議 セミナー 活用先進事例研究 

 

課題解決に資するアクションプランの作成 

 

飛騨市の広葉樹活用推進コンソーシアムの設立 

 

コンソーシアムによる広葉樹活用現地検討会の様子 
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１．５ｍ以下はチップにするしかないという既存の考え方が崩れる。 

地域おこし協力隊 コンシェルジュがアシスタントをする。 

 

●広葉樹の安定供給に向けて 

価値の高い森づくりを目指す スイス・フォレスター研修 

 

広葉樹は国はテコ入れしていない 
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価値の高い森づくり 有識者指導・助言体制の整備 

森林総合研究所関西支所との連携 

広葉樹の安定生産に向けて 天然林の試験伐採 

 

平成２７年から取り組みをしている 

針葉樹は全国の仕組みがある 

飛騨杉の良さは全国一律 

 

 

 

午後からはファブカフェで現地視察を行った。 
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飛騨市 株式会社 飛騨の森でクマは踊る 代表取締役 松本剛 様 

 

具体的に何をしているか 

店舗の改装 既製品とは違う家具を提供する 保育園の遊戯物の作成 
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卓球のラケット 木のクレヨン 関西 フェリシモ 販売 

使いどころがない 森の入り口 木の出口 をつくる 

要らない木材はチップだけではない 家庭の中で林業事業者 多様性のある人をつなぐ 

森の入り口 人たちを近くなってもらう カフェを２０１５年から始めた。 

空き家を活用しリノベーションした。  

KUROMOJI黒文字 つまようじに使われる香りの出る香木  KUROMOJI コーヒー 

近くにある森にこんなものもあるということを知ってもらいたい。 

イベントを開催したり環境学習を行っている。アイスクリームスプーンを作る。 

 

飛騨の木を使って葉材を売る。 

地域にどういう資源があってどう使われるのかを学習するしくみづくり。 

宿泊施設を作り滞在時間を長くいてもらう。 

気に触れる木工体験 カンナを使って箸つくり 
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蔵を活用して本格的な木工作業を作った。 

オープン当初は海外の反応が良かった。外国人が１ヶ月滞在し研修をした。 

普段は最先端なＩＴ関連の仕事するメンバーが実体験した。 

地元の家具メーカーを視察し「木を曲げる技術」を学んだ。 

地元のメーカーにデザインアイデアを提供して一緒に新しい作品を作った。 

自分たちの技術がデザイン分野でも使えることを知る。 

広葉樹の街づくりである。ホームセンターに売っているのは外国の輸入材しかない。 

高山市のホテルのデザインを任され、飛騨の木を使って１週間滞在しホテルの壁のアート作

品を作った。 

「ファブカフェ」 は系列として世界に１３か所、日本に４か所ある。  
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視察を終えて 

 

竹 中  理 

1日目 高山市 

高山市はコロナ前は観光客４７０万人、インバウンド６１万人と、豊岡市の約 10倍以

上の観光地である。人口的には豊岡市とほぼ同じような規模ですが、面積的には森林も

約 10倍である。観光に対しての取組みが突出している。とても参考になった。 

現地視察もとても参考になるような施設が沢山あった。今後の一般質問の参考にした

い。 

飛騨高山ツーリストインフォメーションセンター（消費税免税一括手続きカウンター）では

今はインバウンドが来ていないが、最高時は 1日に 100件以上外国人の免税処理をし

た時もあったという。飛騨高山まちかど観光案内所では外国人向けに対応する職員も多

言語に堪能な外国人を配置している。EaTown（外国人対応おもてなし拠点施設）で

は外国人が気軽に無料で参加できるイベントや演劇など見れるようになっていた。職に対

しても外国人の要望に合う内容であった。 

 

2日目 飛騨市 

飛騨市は森林に対しての取組みが突出していた。市が仕掛けをして株式会社（飛騨の

森でクマは踊る）を立ち上げ、国が余り取り組まない、広葉樹に特化した内容の施策にチ

ャレンジし成功されている。ファブカフェはただ単なる喫茶店ではなく、広葉樹を効果的な

売り上げをするための宿泊施設やイベントなどに取り組んでいる。 

ここの取組みはとても興味深く、豊岡市でも取組みをしてはどうかと感じた。 

この 2日間の視察はとても参考になった。しっかりと豊岡市でも取り組めるような提案をし

ていきたい。 

森林管理を、市が仕掛けをして株式会社が出来、持続可能な施設を民間が運営されて

います。 
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コンソーシアムの組織を民間と協力して作り官民一体の取り組みです。 

通常認識では木材は 1.5 メートル以下はチップにするのが慣例ですが、見事に常識を覆

すアイデアで収益に結びつけておられます。 

市の担当者の竹田課長が楽しく解りやすく講話をして頂き感謝いたします。 

現地視察で 株式会社飛騨の森でクマは踊る（通称:ひだくま）では要らなくなった端材

で成果物をデザイナーと需要者で創造する施設です。 

宿泊施設もあり、作品を一緒に作り完成させます。この化学反応が素晴らしい。 

 

芦 田 竹 彦 

１日目 高山市 

日本一面積の広い高山市、面積の９２％が山林とのことでした。人口は豊岡と変わりな

いが面積は３倍強になる。産業構造は７０％を超える第三次産業で観光・サービスが

盛んな市であった。国内観光・インバウンドについては突出した取り組みをされている。 

コロナ前の実績では、外国人観光客６１万人を超えている。人口の７倍以上の外国人

観光客は驚愕した。外国人に限らず、まちかど観光案内・おもてなし拠点施設など観光施

策に感心させられた。本市でも取り組めることができると大変勉強になった。午後からは市

内での現地視察を行った。 

２日目 飛騨市 

地域資源の価値創造と仕組みづくりでは、森を生かした地方創生についての取り組みを

伺った。日本の林業政策はほぼ針葉樹（人工林）に限定されるが、飛騨市は伐採され

る広葉樹の約９４％がチップ用であったが、仕組みを変えることで広葉樹の活用を多様

化されたことが素晴らしいと感じた。 

午後からは、株式会社「飛騨の森でクマは踊る」現地視察を行い、飛騨の葉材を使って

様々に活用されていることを学ぶことができた。 

本市でも取り組める参考にしたいと感じた。 

 

 

https://www.facebook.com/hashtag/%E6%A0%AA%E5%BC%8F%E4%BC%9A%E7%A4%BE%E9%A3%9B%E9%A8%A8%E3%81%AE%E6%A3%AE%E3%81%A7%E3%82%AF%E3%83%9E%E3%81%AF%E8%B8%8A%E3%82%8B?__eep__=6&__cft__%5b0%5d=AZUZ8SJYmdCC0DSrEUd-gai69J2tjfvacyno-W6toU2lzMOT1vGCrFATE_m3YKW4V_NtGFwU199kqf3xPfyEuPe2adpa4gp1JCII_TSb6aPvD_TX2bNQrApoz261HrJ8oxk6Py2l6yrtlLnK1LbSr05VVPhFIPF6CaIRSesAVfypvAQmTdpBvkWmfoW7K1yJS5g&__tn__=*NK-R
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